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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 25,829 － △833 － △845 － △1,122 －
2021年３月期 67,355 △58.7 △6,231 － △6,008 － △6,664 －

（注）包括利益 2022年３月期 △1,104百万円（－％） 2021年３月期 △6,667百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 △74.15 － △48.2 △1.4 △3.2
2021年３月期 △479.04 － △170.8 △10.8 △9.3

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 △127百万円 2021年３月期 △75百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 64,598 2,807 4.3 184.10
2021年３月期 52,784 1,910 3.5 127.13

（参考）自己資本 2022年３月期 2,807百万円 2021年３月期 1,852百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 13,058 △2,701 △1,132 24,361
2021年３月期 △21,858 △4,163 17,285 15,135

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2023年３月期（予想） － － － － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 35.5 700 - 400 - 300 - 19.67

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

　当連結会計年度より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、当該基準など適用前の前期の実績値に対
する増減率は記載しておりません。なお、当該基準を適用しなかった場合の売上高は121,865百万円（対前年同期比
180.9％）であります。

（２）連結財政状態

　当連結会計年度より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、2022年３月期に係る各数値については当
該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2023年３月期の配当予想につきましては、現時点で未定としています。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」等を適用しなかった場合の売上高は160,000百万円となります。



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 15,346,513株 2021年３月期 14,657,613株
② 期末自己株式数 2022年３月期 96,430株 2021年３月期 88,620株
③ 期中平均株式数 2022年３月期 15,132,533株 2021年３月期 13,911,991株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 25,158 － △925 － △831 － △1,203 －
2021年３月期 67,065 △58.7 △6,234 － △5,970 － △6,637 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 △79.56 －
2021年３月期 △477.13 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 63,323 2,860 4.5 187.55
2021年３月期 51,768 2,013 3.9 138.19

（参考）自己資本 2022年３月期 2,860百万円 2021年３月期 2,013百万円

※ 注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
② ①以外の会計方針の変更 ：無
③ 会計上の見積りの変更 ：無
④ 修正再表示 ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）　株主資本において自己株式として計上されている役員株式給付信託（BBT）が保有する当社株式は、１株当たり当期純利益の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

（参考）個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

　当事業年度より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、当該基準など適用前の前期の実績値に対する
増減率は記載しておりません。なお、当該基準を適用しなかった場合の売上高は121,187百万円（対前年同期比180.7％）
であります。

（２）個別財政状態

　当事業年度より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、2022年３月期に係る各数値については当該会
計基準等を適用した後の数値となっております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基い

ており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事

項については、決算短信（添付資料）３ページ「１．経営成績等の概況(4)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、一昨年から続く新型コロナウイルス感染症の世界的な収束を未だに見通せ

ず、個人消費や企業の経済活動が大きな影響を受ける中、引き続き厳しい環境下にあります。当社が事業基盤とする

国内レジャー・エンタテインメント市場においては、年明け以降からのオミクロン株の急速な感染拡大による、まん

延防止等重点措置の再発令の影響で、イベントの開催制限や外国人の入国規制が強化され、市場の回復も足踏みを余

儀なくされています。

こうした厳しい経営環境下にあって、2021年秋以降は経済活動の回復とともに市場も好況に転じ、当社でも第３四

半期連結会計期間単独では、2019年度第２四半期以来２年強振りに、営業損益、経常損益、親会社株主に帰属する四

半期純損益の全てにおいて黒字化を達成いたしました。これは、市場全般の回復と集客エンタメイベントの復調によ

るチケット販売の回復に加え、一昨年来断行してきた役員報酬の減額や社員賞与カット等も含む全社経費の縮減策の

継続、ならびに、ぴあアリーナＭＭの稼働率の上昇、東京2020オリンピック・パラリンピックにおける、一連のチケ

ッティングサービス受託業務の終了に伴う各種費用の精算が完了したこと、等が大きく寄与しております。

更に、第４四半期においても、市場の回復が続くものと想定し、当社グループでは通期での黒字化を目指しており

ましたが、年明け以降の第六波による、まん延防止等重点措置の再発令により、イベントの開催制限や外国人の入国

規制が再び強化されました。この影響で、大規模な音楽興行や、海外著名アーティストの日本公演等の発売が軒並み

延期となり、第３四半期連結会計期間には、収益認識会計基準を適用しなかった場合(以下「旧会計基準」という。)

で390億円規模まで回復していた売上高も、第４四半期連結会計期間には330億円規模まで縮退し、下述のように当連

結会計年度では経常損益ベースで約８億円の赤字着地を余儀なくされました。ただし、第４四半期連結会計期間単独

では、第３四半期に続き、営業損益、償却前営業損益のいずれも黒字を達成しており、業績回復基調を確認しつつあ

るところです。

また、キャッシュ・フローも夏場以降急速に改善し、現預金残高も漸増に推移し、期末残高は借入金残高とほぼ同

水準の240億円強となり(この間、借入金の返済も着実に進めております)、特に営業キャッシュ・フローでは前年度

比約350億円の大幅改善となっています。この間、当社で進めている事業構造改革の一つである、新ぴあ(アプリ)を

含むDMS(デジタルメディア・データマーケティングサービス)事業においては、コロナ後の成長・拡大の道筋を確実

にするべく、2022年３月末にかけて新会社(ぴあネクストスコープ株式会社)を新設分割して、新たな事業展開を推進

することとし、固定資産の減損(４億71百万円)を実施しました。同時に来期以降の業績回復を見据えて、税効果(繰

延税金資産）を積み増した結果、法人税等調整額△345百万円(益)を計上しました。

以上の結果、当社グループの当連結会計年度の業績は、連結売上高258億29百万円(前年度は、旧会計基準売上高

673億55百万円)、営業損失８億33百万円(前年度は、同営業損失62億31百万円)、経常損失８億45百万円(前年度は、

同経常損失60億８百万円)、親会社株主に帰属する当期純損失11億22百万円(前年度は、同親会社株主に帰属する当期

純損失66億64百万円)となりました。

なお、収益認識会計基準の適用により、期首より売上高が純額に変更となりました(後述13ページ(会計方針の変

更)を参照)が、当該基準を適用しなかった場合の売上高は1,218億65百万円であり、対前年度比では545億９百万円の

増加(対前年度比180.9%)となりました。

(2) 当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末の総資産は、645億98百万円(前連結会計年度末は527億84百万円)となり、118億14百万円増加し

ました。流動資産は428億52百万円(同309億７百万円)となり、119億44百万円の増加、固定資産は217億46百万円(同

218億76百万円)となり１億30百万円の減少となりました。

　流動資産増加の主な要因といたしましては、現金及び預金並びに売掛金の増加によるものです。また、固定資産減

少の主な要因は、アリーナ関連資産の償却並びにソフトウエアの取得によるものであります。

（負債）

　当連結会計年度末の負債合計は、617億91百万円(前連結会計年度末は508億74百万円)となり109億16百万円増加い

たしました。流動負債は387億32百万円(同263億66百万円)となり、123億66百万円増加し、固定負債は230億58百万円

(同245億８百万円)と14億49百万円減少いたしました。

　流動負債増加の主な要因といたしましては、買掛金並びに未払金が増加したことによるものであります。また、固

定負債減少の主な要因は、長期借入金の返済によるものであります。

（純資産）

　当連結会計年度末の純資産合計は、28億７百万円(前連結会計年度末は19億10百万円)で８億97百万円増加いたしま

した。純資産増加の主な要因といたしましては、第三者割当増資による資本金及び資本剰余金の増加と親会社株主に

帰属する当期純損失の計上等により利益剰余金が減少したこと等によるものであります。
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第45期

2018年３月

第46期

2019年３月

第47期

2020年３月

第48期

2021年３月

第49期

2022年３月

自己資本比率 13.1% 10.4% 10.2% 3.5% 4.3%

時価ベースの自己資本比率 138.1% 100.9% 55.8% 84.6% 78.5%

債務償還年数 0.0年 0.3年 － － 1.9年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 1,725.6 2,038.4 － － 35.3

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローでの130億58百万円の増加、投資活動によるキャッシュ・フローでの27億１百万円の減少及び財務活動に

よるキャッシュ・フローでの11億32百万円の減少により、前連結会計年度末と比べ92億25百万円増加し、当連結会計

年度末には、243億61百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は、130億58百万円(前連結会計年度は218億58百万円の支出)となりました。この主

要因は、税金等調整前当期純利益が13億17百万円、減価償却費が26億７百万円、売上債権の増加が52億66百万円、仕

入債務の増加が131億43百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は、27億１百万円(前連結会計年度は41億63百万円の支出)となりました。この主要

因は、有形固定資産の取得による支出が１億48百万円、無形固定資産の取得による支出が24億52百万円であったこと

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は、11億32百万円(前連結会計年度は172億85百万円の収入)となりました。この主

要因は、借入金の返済が30億65百万円、株式の発行による収入が19億99百万円であったことによるものであります。

(参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

1.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済総数(自己株式控除後)により算出しております。

3.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており

ます。

4.2020年３月期と2021年３月期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオにつきましては、営業

キャッシュ・フローがマイナスのため記載を省略しております。

(4) 今後の見通し

　まん延防止等重点措置の解除によるイベント開催制限の緩和、外国人の入国規制の緩和等を受け、プロスポーツや

音楽興行等を中心に多くのイベントが収容率100%の開催に転じ、海外からの著名アーティストの来日公演や、大規模

な夏フェス等の計画も具体化しつつあり、2022年４月以降のチケット販売は好調に推移するものと予想されます。

　また当社でも、1972年の情報誌「ぴあ」の創刊以来、今年で創業50周年を迎えるにあたり、大型の主催イベントや

新規事業の開発など、2022年度に向けて新たな収益機軸を創出してまいります。

　もっとも、感染の再拡大への不安感は完全には払拭されず、イベントへの動員・集客もコロナ禍以前の勢いまでに

は戻っていませんが、当社が運営する「ぴあアリーナＭＭ」等の稼働率(予約率)も堅調で、市場の回復とともに収益

の改善が見込まれることから、翌連結会計年度(2023年３月期)の連結業績の見通しにつきましては、売上高350億円

(旧会計基準で1,600億円)、営業利益７億円、経常利益４億円、親会社株主に帰属する当期純利益３億円となる予想

です。

　さらに加えて、「ライブ・エンタテインメント白書」(昨年９月発行)のライブ・エンタテインメント市場規模将来

推計にて発表されたように、2023年にはコロナ禍前の水準を上回る回復が予想されることを前提に、2023年度(2024

年３月期)の当社業績については、いわゆる「両利きの経営」を念頭におきつつ、当面の市場回復に即応した事業構

造改革に一段と傾注し、2018年度の売上高(旧会計基準約1,800億円)、営業利益(約14億円)を上回る水準を目指した

いと考えております。
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(5) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　この間、利益配分につきましては、将来の事業拡大と財務体質強化のため、必要な内部留保を確保しつつ、株主の

期待に沿えるよう安定した配当を継続していくことを基本方針として、「配当政策」「自己株式の取得」「株式優

待」の３つを軸に、これら３つの総還元性向(還元前の当期純利益に対する割合)は、2017年度より40％を目安とし、

連結での配当性向(当期純利益に対する割合)は、同様に30％程度を目安として参りました。

　しかしながら、2019年度末からのコロナ禍の影響で、上記のように誠に遺憾ながら２期連続の最終損益赤字を余儀

なくされ、当期の配当につきましては、無配とさせていただきます。また、次期の配当予想につきましては、上述の

ような足元の業績回復基調を加速させ、内部留保を着実に積み上げ、配当可能な諸条件が整った段階で、改めて公表

いたします。当社としては、株主の方々の期待に沿えるよう、極力早期の復配を実現できるように全社一丸となって

経営努力を積み重ねて参る所存です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい

ため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,135 24,361

売掛金 10,449 15,716

商品及び製品 117 67

仕掛品 2 4

原材料及び貯蔵品 10 7

未収還付法人税等 34 －

その他 5,229 2,744

貸倒引当金 △71 △49

流動資産合計 30,907 42,852

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,191 13,265

減価償却累計額 △691 △1,453

建物及び構築物（純額） 12,499 11,811

工具、器具及び備品 1,195 1,303

減価償却累計額 △696 △880

工具、器具及び備品（純額） 499 423

土地 6 6

その他 31 31

減価償却累計額 △6 △13

その他（純額） 24 18

有形固定資産合計 13,030 12,258

無形固定資産

ソフトウエア 3,790 2,505

ソフトウエア仮勘定 1,011 2,955

その他 78 77

無形固定資産合計 4,880 5,537

投資その他の資産

投資有価証券 1,106 975

敷金及び保証金 2,047 2,054

繰延税金資産 55 280

その他 1,155 1,075

貸倒引当金 △398 △435

投資その他の資産合計 3,965 3,949

固定資産合計 21,876 21,746

資産合計 52,784 64,598

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 15,606 28,749

短期借入金 5,000 2,500

１年内返済予定の長期借入金 565 1,315

未払金 1,726 2,178

前受金 1,824 1,513

未払法人税等 15 244

賞与引当金 4 70

返品調整引当金 202 －

新型コロナ関連損失引当金 85 22

その他 1,336 2,138

流動負債合計 26,366 38,732

固定負債

長期借入金 22,540 21,225

繰延税金負債 113 －

株式給付引当金 156 179

退職給付に係る負債 118 98

資産除去債務 1,204 1,211

その他 374 343

固定負債合計 24,508 23,058

負債合計 50,874 61,791

純資産の部

株主資本

資本金 4,924 5,942

資本剰余金 1,093 2,105

利益剰余金 △3,904 △4,999

自己株式 △216 △216

株主資本合計 1,897 2,831

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23 11

為替換算調整勘定 △48 △40

退職給付に係る調整累計額 △19 5

その他の包括利益累計額合計 △45 △23

非支配株主持分 57 －

純資産合計 1,910 2,807

負債純資産合計 52,784 64,598
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(単位：百万円)

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日

　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 67,355 25,829

売上原価 63,888 17,483

売上総利益 3,466 8,345

返品調整引当金戻入額 335 －

返品調整引当金繰入額 202 －

差引売上総利益 3,599 8,345

販売費及び一般管理費

荷造運送費 87 80

宣伝販促費 393 488

貸倒引当金繰入額 △69 20

役員報酬 264 258

給料手当及び賞与 3,812 3,984

賞与引当金繰入額 4 55

退職給付費用 113 114

福利厚生費 627 622

旅費及び交通費 67 122

通信費 129 143

賃借料 618 644

業務委託費 1,542 1,662

減価償却費 49 42

その他 2,190 938

販売費及び一般管理費合計 9,831 9,179

営業損失（△） △6,231 △833

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 10 8

助成金収入 815 491

その他 10 13

営業外収益合計 836 513

営業外費用

支払利息 147 360

支払手数料 369 5

持分法による投資損失 75 127

その他 21 31

営業外費用合計 613 525

経常損失（△） △6,008 △845

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日

　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

特別損失

減損損失 10 471

投資有価証券評価損 16 －

新型コロナ関連損失 130 －

特別損失合計 158 471

税金等調整前当期純損失（△） △6,166 △1,317

法人税、住民税及び事業税 29 173

法人税等還付税額 － △19

法人税等調整額 476 △345

法人税等合計 506 △191

当期純損失（△） △6,673 △1,125

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △8 △3

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △6,664 △1,122
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日

　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △6,673 △1,125

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 △11

退職給付に係る調整額 0 25

持分法適用会社に対する持分相当額 1 8

その他の包括利益合計 6 21

包括利益 △6,667 △1,104

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △6,658 △1,100

非支配株主に係る包括利益 △8 △3

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,924 1,121 4,289 △4,331 6,003

会計方針の変更による累
積的影響額

会計方針の変更を反映した
当期首残高

4,924 1,121 4,289 △4,331 6,003

当期変動額

新株の発行 －

剰余金の配当 △68 △68

親会社株主に帰属する当
期純損失（△）

△6,664 △6,664

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △27 △1,461 4,115 2,626

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

－

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 － △27 △8,194 4,115 △4,106

当期末残高 4,924 1,093 △3,904 △216 1,897

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の
包括利益累計

額合計

当期首残高 19 △50 △20 △51 66 6,019

会計方針の変更による累
積的影響額

会計方針の変更を反映した
当期首残高

19 △50 △20 △51 66 6,019

当期変動額

新株の発行 －

剰余金の配当 － △68

親会社株主に帰属する当
期純損失（△）

－ △6,664

自己株式の取得 － △0

自己株式の処分 － 2,626

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

－ －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

4 1 0 6 △9 △2

当期変動額合計 4 1 0 6 △9 △4,109

当期末残高 23 △48 △19 △45 57 1,910

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,924 1,093 △3,904 △216 1,897

会計方針の変更による累
積的影響額

27 27

会計方針の変更を反映した
当期首残高

4,924 1,093 △3,877 △216 1,924

当期変動額

新株の発行 1,017 1,017 2,035

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属する当
期純損失（△）

△1,122 － △1,122

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 －

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

△6 △6

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 1,017 1,011 △1,122 △0 906

当期末残高 5,942 2,105 △4,999 △216 2,831

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の
包括利益累計

額合計

当期首残高 23 △48 △19 △45 57 1,910

会計方針の変更による累
積的影響額

－ 27

会計方針の変更を反映した
当期首残高

23 △48 △19 △45 57 1,937

当期変動額

新株の発行 － 2,035

剰余金の配当 － －

親会社株主に帰属する当
期純損失（△）

－ △1,122

自己株式の取得 － △0

自己株式の処分 － －

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

－ △6

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△11 8 25 21 △57 △36

当期変動額合計 △11 8 25 21 △57 870

当期末残高 11 △40 5 △23 － 2,807

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日

　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △6,166 △1,317

減価償却費 1,990 2,607

賞与引当金の増減額（△は減少） △0 65

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 5

受取利息及び受取配当金 △10 △8

支払利息 147 360

投資有価証券評価損益（△は益） 16 －

減損損失 10 471

助成金収入 △815 △491

貸倒引当金の増減額（△は減少） △88 14

新型コロナ関連損失引当金の増減額（△は減少） △263 △63

持分法による投資損益（△は益） 75 127

売上債権の増減額（△は増加） 1,257 △5,266

棚卸資産の増減額（△は増加） 15 50

仕入債務の増減額（△は減少） △16,336 13,143

未払金の増減額（△は減少） △1,112 142

前受金の増減額（△は減少） △69 △311

前渡金の増減額（△は増加） 110 △145

立替金の増減額（△は増加） △360 463

その他 △981 2,890

小計 △22,582 12,739

利息及び配当金の受取額 11 8

利息の支払額 △124 △369

助成金の受取額 610 670

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 226 9

営業活動によるキャッシュ・フロー △21,858 13,058

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,120 △148

無形固定資産の取得による支出 △1,360 △2,452

関係会社株式の取得による支出 △410 －

長期前払費用の取得による支出 △96 △50

長期貸付けによる支出 △177 △45

長期貸付金の回収による収入 2 3

その他 △0 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,163 △2,701

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,900 △2,500

株式の発行による収入 － 1,999

長期借入れによる収入 13,900 －

長期借入金の返済による支出 △294 △565

配当金の支払額 △68 △0

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 2,223 －

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △60

その他 △374 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,285 △1,132

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,733 9,225

現金及び現金同等物の期首残高 23,869 15,135

現金及び現金同等物の期末残高 15,135 24,361

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、以下のとおりです。

　一部の取引において、従来は、受け取る額の総額を収益として認識しておりましたが、財又はサービス

の提供における代理人に該当する取引については、受け取る額から他の当事者に支払う額を控除した純額

で収益を認識する方法に変更しております。また、従来は「販売費及び一般管理費」に含め表示していた

販売手数料を「売上原価」に含めて表示することといたしました。加えて、従来は、返品による損失見込

額を返品調整引当金として計上しておりましたが、変動対価に関する定めに従って、返品見込相当の対価

については販売時に収益を認識せず、当該対価を返品負債（流動負債の「その他」）として計上する方法

に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、連結

会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高は96,035百万円減少し、売上原価は94,261百万円減少し、販売費及

び一般管理費は1,854百万円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整前当期純損失はそれぞれ80百万円

減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は27百万円増加しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定

会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結

財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、レジャー・エンタテインメント関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。

【関連情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略し

ております。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を
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省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略し

ております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

当社グループは、単一の報告セグメントとしているため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

当社グループは、単一の報告セグメントとしているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 127円13銭 184円10銭

１株当たり当期純損失金額（△） △479円04銭 △74円15銭

前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり当期純損失金額

親会社株主に帰属する当期純損失金額

（△）（百万円）
△6,664 △1,122

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純損失金額（△）

（百万円）

△6,664 △1,122

期中平均株式数（株） 13,911,991 15,132,533

（１株当たり情報）

（注）１．前連結会計年度及び当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託（BBT）が保有する当社株式は、1株当たり純

資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連結会計年度83,600株、当

連結会計年度83,600株）。また、１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上、期中平

均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度83,600株、当連結会計年度

83,600株）。

３．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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